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熊本農業の未来をみんなで考えよう
熊本県ＪＡグループでは、環境変化に適時・的確に対応しながら
「農家・組合員の多様なニーズに、これまで以上に応えていくため」
「ＪＡの組織・経営基盤を将来にわたってより強固なものにするため」に
令和２年８月より『熊本県域ＪＡ構想』の協議を進めています。

熊本農業の未来をみんなで考えよう
JA菊池

自己改革
自己改革は現在進行形

まだまだ躍進します！！
座談会

次回は、「熊本県域JA構想」の検討状況についてご紹介する予定です。

地域の農業とくらしを守るために
地域農業振興計画を策定

菊池地域の農業振興３ヵ年計画を示す第11
次地域農業振興計画への理解と実現に向
けて、組合員の声を聞くための支所別座談
会を開きました。８月11日の旭志中央支所
を皮切りに、中央支所ごとに９月８日まで、
延べ８日間開き、県域ＪＡ構想の現況などの
説明も行いました。

振興計画については理解が得られ「農家は
生産努力をするので、ＪＡでは販売努力、ＰＲ
の強化をお願いしたい」との要望等もありま
した。また、県域ＪＡ構想についての質問、意
見、要望なども多く出されました。
三角組合長は「組合員ひとり一人の声を受
け止める自己改革を更に進め、農家をサ
ポートするＪＡであるための努力を続けた
い」と話しています。

ＪＡは総合事業だからこそ、便利で多様なサービスを提供するこ
とが可能となっています。正組合員はもとより、准組合員さらには
地域住民の皆さまがＪＡを利用していただくことで、地域の農業と
暮らしを発展させることが可能となっています。皆さまのご協力
とご理解をよろしくお願いいたします。

今回の座談会での質疑応答の内容は、全ての支所からの意見・要
望等を総務部企画広報課が取りまとめ、集約して広報誌に掲載い
たします。（12月号・1月号での掲載を予定しています）「いぶき」
で取り上げてほしい内容等がありましたら、総務部企画広報課ま
たは、中央支所総務課までご連絡ください。

①全国トップクラスの販売高を有するＪＡとして、スケールメリットを最大限に活かした販売力
の強化・生産コストの削減を図り、農業所得向上の実現。
②専門的な知識・ノウハウを結集させ、農業者に対する営農指導の実施や経営・生活支援に取
り組み、持続的な農業生産の維持・拡大。
③管理部門の集約と施設・職員の合理的・効果的な配置によって、組合員の
もとに出向く体制を構築し、「組合員に寄り添う身近なＪＡ」。
④県域ＪＡになっても、出向く体制の強化や定期的な会合の開催、地域活動
の強化など、あらゆる場面で組合員との対話を行い、組合員の「声」がＪＡ
運営に反映できる体制・仕組みを構築することによって、満足度の向上。

①日本の「食」を支える農業県熊本に根ざしたＪＡとしての社会的役割を果たすため、全国に安
全・安心な農畜産物を届け続けるＪＡ。
②農業・地域振興を通じ、農業・農村が担う多面的機能の持続的な役割発揮
を支え、自然環境の保全・維持に積極的に貢献する組織。
③地域に根づく協同組合らしい総合事業の展開によって、組合員・地域住民
のくらしを支え、豊かでくらしやすい地域社会へ貢献するＪＡ。
④「くらしの活動」の継続的な実施や、組織規模を活かした県全体での広報活
動によって「農業・ＪＡ・食」への理解醸成を図り、「なくてはならないＪＡ」。

①結集力・スケールメリットを最大限に創出・発揮するとともに、地域性を尊重した事業・組織運
営を展開することによって、組織力と地域特性を併せ持ったＪＡ運営。
②組合員・役職員・ＪＡ・連合会の総力を結集することによって、環境の激変
を見通した事業・組織運営及び経営基盤の強化を図り、次世代の農業者・
地域社会を未来永続的に支え続ける組織。
③組織規模に応じた高度で専門的な経営管理・リスク管理の実践により、経
営の健全性の確保、コンプライアンス態勢の確立・強化を図り、信頼され
るＪＡ。

今回は、『めざすJA像』についてお伝えします。

農業・組合員の視点で1

地域社会の視点で2

ＪＡ経営の視点で3
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組合員との対話を深める
支所別座談会開く

質問に答える三角組合長

質問する組合員

農家をサポート
するためのJAで
あり続けます！

計画実現に向けて
　　　一つになって進もう!
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